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防
災
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
災
害
は
「
ま
さ
か
」
で
は
な

く
「
い
つ
か
」
起
き
る
も
の
と

い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
負
傷
原
因
1
位
は
家
具
倒
壊

　
「
家
具
は
必
ず
倒
れ
る
」
と
考

え
、
寝
室
や
子
供
部
屋
に
家
具

を
極
力
置
か
な
い
、
家
具
の
向

き
や
配
置
の
工
夫
、
床
や
壁
に

固
定
な
ど
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
備
蓄
品
の
準
備

　
救
助
が
来
る
ま
で
の
数
日
間
、

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
避
難
用

具
や
食
料
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
両
手

が
使
え
る
袋
に
入
れ
る
と
便
利

で
す
。
上
下
水
道
が
止
ま
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
飲
料
水
は

ひ
と
り
当
た
り
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
の
準
備
が
目
安
で
す
。

◇
家
族
と
の
連
絡
方
法

　
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
所

に
い
る
と
き
に
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
連
絡
方
法
や
集
合
場

所
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
や

携
帯
電
話
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
の

他
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
自
分
の
状
況

を
投
稿
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

本
庄
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
ま
す

　
毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
行
政

情
報
や
地
図
情
報
な
ど
を
掲
載

し
た
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
官
民
協
働
事
業

に
よ
り
㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
協
働
発

行
し
、
企
業
・
事
業
者
な
ど
か

ら
い
た
だ
い
た
広
告
掲
載
料
を

も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　
７
月
13
日
㈮
以
降
、
各
自
治

会
を
通
じ
毎
戸
配
布
す
る
ほ
か
、

新
規
転
入
世
帯
に
市
民
課
・
市

民
福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

★
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

発
売

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前
後

賞
合
わ
せ
て
７
億
円
。
同
時
発

売
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
、

０
０
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
７
月
９
日
㈪
～
８

月
３
日
㈮

★
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

興
協
会
☎
０
４
８
―
８
２

２
―
５
0
０
４

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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広
告
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〈
広
告
〉★	 あきらめていませんか？  

 障害年金を！！  
	

病気やケガのために日常生活や仕事に支障

のある方でお心当たりのある方、障害者手

帳をお持ちの方、ぜひ一度ご相談下さい。 
 

 

障害年金の専門家  社会保険労務士（初回相談は無料です） 

連絡先    本庄市西五十子２１６－９   倉田和子                  

ＴＥＬ    ０８０-１２４２－７６９６ 

URL:http://sr-kurata.com/Message.html 

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★広報課☎�１１５５

お
知
ら
せ

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

市
民
税
・
県
民
税
申
告

　
平
成
30
年
度
市
民
税
・
県
民

税
の
申
告
期
限
は
３
月
15
日
で

し
た
。
申
告
が
必
要
な
人
で
ま

だ
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
速

や
か
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
的
年
金
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
の
人
で
確
定

申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、
公

的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
る
控
除
以
外
に
各
種
控
除

を
追
加
す
る
場
合
は
市
民
税
・

県
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
内
容
の
確
認
・
訂
正

　
市
で
は
、
税
務
署
で
申
告
を

し
た
人
の
申
告
書
の
内
容
が
次

に
該
当
す
る
場
合
、
必
要
に
応

じ
て
訂
正
し
て
い
ま
す
。

・
受
け
ら
れ
な
い
控
除
を
受
け

　
て
い
る

・
申
告
書
の
計
算
が
誤
っ
て
い
る

・
申
告
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
る

・
申
告
し
た
給
与
や
年
金
の
金

　
額
と
、
市
に
届
い
て
い
る
給

　
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金

　
等
支
払
報
告
書
の
金
額
が
異

　
な
る

※
内
容
確
認
の
た
め
、
お
問
い

合
わ
せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

本
庄
市
総
合
振
興
計
画
・
本

庄
市
勢
要
覧
を
販
売
し
ま
す

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針

と
な
る
「
本
庄
市
総
合
振
興
計

画
」
と
、
本
庄
市
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
本
庄
市
勢
要
覧
」
を

販
売
し
ま
す
。

《
本
庄
市
総
合
振
興
計
画
》

販
売
場
所

　
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
、
０
０
０
円

《
本
庄
市
勢
要
覧
》　

販
売
場
所

　
広
報
課
（
市
役
所
３
階
）
　

　
総
務
課(

ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内)

価
格
　
３
０
０
円

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「
第
３
次
本
庄
市
生
涯
学
習

推
進
計
画
（
仮
）」
の
策
定

に
向
け
た
「
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
自

己
を
高
め
な
が
ら
、
幸
せ
で
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
、
生
涯
学
習
推
進
計
画

に
基
づ
き
総
合
的
・
計
画
的
に

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
「
第
２
次
本
庄
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
が
平
成
30

年
度
に
計
画
期
間
が
終
了
す
る

た
め
、
新
た
に
「
第
３
次
本
庄

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（
仮
）」

の
策
定
に
向
け
た
「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
下
旬
に
無
作
為
抽
出
に

よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届

き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

「
本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助

金
」
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽

又
は
汲
み
取
り
便
槽
を
合
併
処
理

浄
化
槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
補
助
金
申
請
前
に
工
事

を
開
始
し
て
し
ま
う
と
補
助
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

を
行
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
家
屋
の
新
築
な
ど
に

伴
う
浄
化
槽
の
設
置
は
補
助
対

象
外
で
す
。

受
付
開
始
日
　
５
月
１
日
㈫

　（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

※
５
月
18
日
㈮
ま
で
は
抽
選
受

付
期
間
で
す
。
抽
選
受
付
で
予

定
基
数
に
満
た
な
い
場
合
、
予

定
基
数
終
了
ま
で
先
着
順
で
受

付
け
ま
す
。

抽
選
日
　
６
月
中
旬
（
予
定
）

補
助
対
象
外
地
域

・
公
共
下
水
道
事
業
対
象
区
域

　
及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
対

　
象
区
域

・
１
基
の
浄
化
槽
を
用
い
て
集

　
合
処
理
し
て
い
る
区
域

補
助
対
象
要
件

　
専
用
住
宅
（
住
宅
部
分
の
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
併
用
住

宅
を
含
む
。
販
売
・
賃
貸
目
的

の
も
の
は
除
く
）
に
設
置
さ
れ

る
10
人
槽
以
下
の
も
の

補
助
対
象
費
用

　
浄
化
槽
設
置
工
事
費
用

※
撤
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
も

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
工
事

　
平
成
30
年
度
中
に
着
工
し
、

平
成
31
年
３
月
８
日
㈮
ま
で
に

実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
も
の

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
３

市長コラム
しんげの一言メッセージ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

お二人の大切な記念に
「オリジナル婚姻届」と「婚
姻記念証」をお渡しします
　市では、ご結婚されるお二人の幸せを願い祝福する
とともに、本庄市に親しみをもっていただけるよう
「はにぽん」と「桜」をあしらったかわいいデザイン
の「オリジナル婚姻届」と、お手元に残る「婚姻記念
証」を作成しました。婚姻手続や届書の書き方案内等
を掲載した婚姻手続き早分かりブックと一緒にお渡し
します。
　｢婚姻記念証」にお互いのメッセージや写真を添付
し、下記の配布場所の窓口にお持ちいただければ、は
にぽんスタンプの祝福メッセージをお贈りします。

配布場所　市民課（市役所１階）、市民福祉課
　（アスピアこだま内）
★市民課☎�１１１２

オリジナル婚姻届

婚姻記念証

磨く
　私は毎年一月の仕事始め式において、その一年間
職員と共に心掛けたいと思う言葉を発表しておりま
す。今年は「磨く」を掲げました。新年度のスター
トに当たり、市民の皆さまにもこの言葉に込めた私
の思いの一端をご紹介させていただきます。
　今年は明治元年から丸１５０年です。明治という
時代は身分が制度上廃止され、国民が努力次第で自
らの人生を切り開くことが可能になった、いわば「志」
の時代として後世に認識されているといえます。本
市ゆかりの偉人で明治期に活躍した人々も大勢いま
す。
　年初めの仕事始め式においてはそんな時代を振り
返りつつ、改めて私たち一人ひとりが自らの仕事に
向き合う志を思い起こし、その志を「磨いて」行こ
うと呼びかけた次第です。
　「志」自体は見えませんが、志を磨いているか否か
はその人の姿勢に現れます。転じてこの「磨く」と
いう言葉は、さまざまな物事について向上心を持っ
て取り組んでいるさまを表す言葉として使われてい
ます。
　仕事を磨く、品質を磨く、腕を磨く、スタイルを

磨く、廊下を磨く、街を磨く、人を磨く…。どんな
素材が良くとも、それを磨かなければ光は出ません。
　昨年度末に本庄市では初となる「観光振興計画」
を策定しました。そのキャッチコピーは「見つけよう、
感動。伝えよう、魅力。～みんなで織りなす本庄絵
巻～」です。内外の多くの方々が本庄市に魅力を感
じて訪れていただく観光振興も、私たち自身が自分
たちの地域を、地域の宝を磨くことで初めて実現で
きると思います。
　また新年度からは「立地適正化計画」に基づき、
本庄駅周辺と児玉駅周辺の一定の区域における三戸
以上分譲する宅地開発に対して、その公共施設（道
路など）に相当する分に市が助成を行い、あわせて
狭い道路の拡幅についても、後退するお宅に対し市
の助成の内容を充実させることになりました。これ
も近年衰退の激しいまちなかの再生に磨きをかけて
いくことに他なりません。皆さまのご理解とご協力
をいただきたくお願いいたします。
　新年度で「磨く」と言えば「ピッカピカの一年生」
だと思います。志を持って、その志を磨いて、新社
会人も新入学生も頑張っていただきたいですね。

　　　               　　　　　本庄市長 

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　           ★広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

ほっとひと息、ホットな話題　　 Hot Space　

　市内在住の大正７年
生まれの石川幾太郎さ
んがめでたく100歳を迎
えられました。大正・
昭和・平成と３つの時
代を歩んできた石川さ
んを吉田市長が訪問し、
お祝いの「寿状」を手
渡しました。

　永年にわたり民生委
員・児童委員活動にご
尽力いただいた小澤央
子氏に表彰が授与され
ました。おめでとうご
ざいます。

祝　 百　 賀 民生委員・児童委員

小澤  央子 氏
（日の出）

石川  幾太郎 さん
（早稲田の杜）

で ん ご ん 広 場
みなさんの情報交換の場

まちかどＳｎａｐ

　＝行事案内　　＝会員募集

児玉少年野球クラブ
日時　毎週土・日曜日、祝日
　　　午前８時～午後１時
会場　児玉小グラウンド
対象　児玉地域内小学生男女
費用　入会金 1,000 円
　　　月会費 2,000 円
申込・問合せ
　　　倉林☎�８８０９

地元の歴史文化を学ぶ市民の会主催
郷土の偉人 塙保己一の　　

偉業を学ぶ講話
日時　７月28日㈯
　　　午前10時～正午
会場　本庄西公民館
費用　100円（大人のみ）
定員　60名
※申込不要です。直接会場へ
問合せ　田中☎㉒６０４０

○行

○行

○募
○行 ○募厚生労働大臣特別表彰

本庄市合気道愛好会主催

初夏の防犯知識と合気道体験会
日時　７月の毎週土・日曜日
　　　午後７時～９時
会場　本庄東中学校
※７月８日・14日・21日・29日は
午前９時30分～市武道館で開催。　
対象　小学生以上　費用　無料
※申込不要です。直接会場へ
問合せ　塚越☎090-3501-1159

自彊術療法体操
日時　第１・３・４月曜日
　　　午前 10 時～正午
会場　はにぽんプラザ
費用　入会金 1,000 円
　　　月会費 1,500 円
※申込不要です。直接会場へ
問合せ　金井☎㉔３４８４

○募

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会総会

　５月 26 日、総検校塙保己一先生
遺徳顕彰会総会がセルディで開催
されました。
　総会後には、全盲の中学校教諭・
新井淑則さんによる「心はいつも
バリアフリー」と題した講演会が
開催されました。新井さんは全盲
でありながら中学校の教諭として
復職するまでの苦労を語り、「生徒
には、障害者と身近に接すること
で、将来に役立ててもらいたい。
色々な人がいるのが当たり前の社
会になって欲しい」と語りました。

共生社会をテーマに講演
土砂災害に対する全国防災訓練
避難体制強化と防災意識を向上

　６月３日、児玉町高柳の土砂災
害警戒区域を対象に、児玉警察、
児玉郡市広域消防本部、地元消防
団協力のもと防災訓練が市民約
40 名が参加し行われました。
　訓練では、住民への避難指示か
ら実際に避難するまでを実践的に
行いました。避難後には、棒と毛布
を使った簡易担架の作成方法、消
火器の使用方法、ＡＥＤ講習など
を行い、参加者からは、「心臓マッ
サージ時の力加減は？」など積
極的に質問も出されていました。　

本庄分署新庁舎が完成
防災拠点の完成を祝う

　６月９日、児玉郡市広域消防本
部中央消防署本庄分署新庁舎の落
成式が開催されました。
　本庄分署は本庄市中央に昭和40
年に建設されましたが、施設の老
朽化、敷地の狭さや傾斜の問題を
抱えていました。
　新たな庁舎は国道17号の北側に
位置し、延床面積は873.04㎡。非
常用電源設備や訓練スペースなど
新しい機能を加え、本庄地域の災
害対応や消防の拠点として生まれ
変わりました。

1200年前の大地震
　本庄市は昔から地震被害の少ない地域だと言われま
す。至るところに江戸期や明治期の建物が多数現存して
おり、７年前の東日本大震災、また大正 12 年（1923）
の関東大震災においても地震そのものの被害はほとんど
なく、大地震による大きな被害の記録は江戸期にさかの
ぼってもありません。このような事からでしょうか、本
庄周辺は「大きな地震はない」と言われております。
　しかし大地震ではなかったものの、今から 87 年前、
昭和 6年（1931）の西埼玉地震では、当時の藤田村、児
玉町、共和村で建物が倒壊し人的被害も出ています。そ
して遠い過去にさかのぼると、当地域周辺にも大きな被
害を出した大震災の記録があるのです。
　それがちょうど今から 1200 年前の弘仁 9年（818 年）
7月（旧暦）、現在の北関東一帯で発生した大地震（弘
仁地震）です。菅原道真が編纂

さん

したとされる『類聚国史』
記載の『日本後紀』によれば、その被害は非常に広範囲
で今の関東内陸部一帯に及び、特に被害がひどかったの
は上野国とその境（今の群馬県と埼玉北部を含む周辺）
で、山崩れにより谷が埋まり、圧死した人々が多数、と

記録されています。
　近年、多くの研究者の努力によって、赤城山の南
面において、この地震によると思われる土砂災害や
二次災害の洪水の痕跡が多数発見され、また深谷市
などでは液状化現象の痕跡が発見されました。さら
に上野、武蔵両国にあった寺院跡や住居跡にも被害
の痕跡が多数確認されています。歴史書が考古学的
に裏付けられたのです。
　当時の朝廷は税を免除し、被災地救済に当たった
と記録にありますが、それでも田畑の復旧には数十
年の歳月を要したようです。関東内陸に未曾有の大
被害をもたらした事は紛れもない事実で、当地域も
例外ではなかった事でしょう。
　東日本大震災の大津波も 1149 年前の貞観地震とそ
の津波の再来と言われます。「本庄に大きな地震は来
ない」は安全神話です。大地震は必ず来ると肝に銘
じて防災対策に当たってまいりましょう。

　　　　　　　　　　　　本庄市長




